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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．乗員が接触する車両の一部のヒータである温度制御対象装置（１０）と、
　ｂ．一次エネルギー源と、
　ｃ．電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方と、
を備え、
　前記ｃ．電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は、
　　ｉ．一次エネルギーを二次エネルギーに変換する変換器を備える電力ブースタから成
る二次エネルギー源と、
　　ｉｉ．切り換え装置（３０）と、
　　ｉｉｉ．測定装置（４０、４２）と、
　　ｉｖ．場合によっては、コントローラと、
を備える車両のシステム（２）であって、
　前記温度制御対象装置がオンになると、前記温度制御対象装置は前記二次エネルギー源
に接続され、
　前記測定装置は所定の状態を測定し、前記温度制御対象装置が前記所定の状態に達する
と、前記切り換え装置は前記二次エネルギー源から前記一次エネルギー源に切り換え、
　前記所定の状態に約６０秒以内で達する、
車両のシステム（２）。
【請求項２】
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　前記温度制御対象装置は、前記一次エネルギー源に接続されると、前記コントローラに
接続され、前記コントローラは前記温度制御対象装置の温度を調整する、請求項１に記載
の車両のシステム。
【請求項３】
　前記温度制御対象装置は正温度係数特性を有し、前記一次エネルギー源に接続されると
、自己調整する、請求項１または２に記載の車両のシステム。
【請求項４】
　前記二次エネルギー源は定電流源、定電力源、増幅エネルギー源、またはこれらの組み
合わせである、請求項１～３の何れかに記載の車両のシステム。
【請求項５】
　前記所定の状態は前記温度制御対象装置の最大温度の約７０パーセント以上、好ましく
は約１０５パーセント以上であり、前記所定の状態に約４５秒以内に達する、請求項１～
４の何れかに記載の車両のシステム。
【請求項６】
　ａ．車両のシステムにおいて、一次エネルギーを二次エネルギーに変換する変換器を備
える電力ブースタから成る二次エネルギー源から温度制御対象装置に前記二次エネルギー
を印加することと、
　ｂ．前記温度制御対象装置の１つ以上の状態を監視することと、
　ｃ．前記１つ以上の状態のうちの１つ以上が所定の値に達すると、前記温度制御対象装
置を前記二次エネルギー源から切り離すことと、
　ｄ．前記一次エネルギーが印加され、且つ、前記温度制御対象装置が温度を制御し続け
るように、前記温度制御対象装置を一次エネルギー源に接続することと、
を含む方法であって、
　前記温度制御対象装置は、約６０秒以内に前記二次エネルギー源から切り離され、
　前記温度制御対象装置が前記一次エネルギー源に接続されているとき、前記温度制御対
象装置が設定温度、ユーザが選択した温度、もしくはこの両方を維持するように、前記温
度制御対象装置は乗員が接触する車両の一部の自己調整型の加熱装置であるか、または前
記温度制御対象装置は、前記温度制御対象装置の温度を調整するコントローラに接続され
るか、あるいはこの両方の組み合わせである、
方法。
【請求項７】
　前記温度制御対象装置の前記１つ以上の状態は、時間、抵抗、温度、またはこれらの組
み合わせである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記二次エネルギー源は、定電流源、定電力源、増幅エネルギー源、またはこれらの組
み合わせである、請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　前記システムは、前記温度制御対象装置を前記二次エネルギー源と前記一次エネルギー
源との間で切り換えるスイッチを含む、請求項６～８の何れかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つ以上の状態は、前記温度制御対象装置の最大温度の約７０パーセント以上、好
ましくは約１０５パーセント以上、であり、前記１つ以上の状態に約４５秒以内に、好ま
しくは約２０秒以内に、達する、請求項６～９の何れかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願教示は、全般的には、温度制御対象装置の性能の向上に関し、特に、加熱装置の昇
温速度の向上に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　本願教示は、加熱装置が熱感および／または冷感をユーザにもたらす速度が向上される
温度制御対象装置（例えば、加熱および／または冷却システム）を提供することを前提と
する。全般的に、熱的快適性を車両の座席にもたらすための加熱システムおよび／または
加熱冷却システムは、ヒータおよび／またはファンを含む。一般に、これらヒータは、車
両の座席の内部に設置される抵抗ヒータである。採用されている抵抗ヒータのいくつかの
非限定例として、レイワイヤヒータ、正温度係数ヒータ（ＰＴＣ）、炭素ストランド、炭
素シート、炭素、ニッケル、もしくはこの両方を含むシートおよび／またはストランド、
あるいはエネルギーが印加されると熱くなる何れか他の種類の発熱システムが挙げられる
。ただし、これらヒータは、寒冷時に乗員がヒータからの熱を感じるまで発熱、周囲要素
の加熱、１つ以上の層への浸透、またはこれらの組み合わせに時間がかかる。冷却装置は
、高温時に冷却をもたらすのに時間がかかる。乗員が暖かさを感じるまでの時間は、ヒー
タがオンになる前の空気、座席、ヒータの周囲温度、またはこれらの組み合わせが低温で
あるほど長く、逆に、乗員が冷却を感じるまでの時間は、冷却装置がオンになる前の空気
、座席、冷却装置の周囲温度、またはこれらの組み合わせが高温であるほど長い。既存の
システムは、電源投入時から乗員が温度の上昇および／または低下を感じるまでにランプ
アップを有する。走行距離が２～３マイルだけの乗員にとっては、車両の座席が暖まらな
い、および／または冷えないうちに、乗員がその目的地に着くこともあり得る。今日存在
するものにも拘らず、自動車製造業者および車両所有者は、より速く昇温する加熱座席と
より速く降温する冷却座席とを求め続けている。
【０００３】
　ヒータをオンにした後直ちにユーザが温度変化を感じるように、急速に昇温する加熱シ
ステム、および／または急速に降温する冷却システム、を有することは魅力的であろう。
その最大温度の７０パーセントに６０秒以内に達する加熱装置および／または冷却装置を
有することは魅力的であろう。電力をブーストしようとする試みの例が特許文献１、特許
文献２、特許文献３、特許文献４、および特許文献５に見出され得る。これらの特許文献
は全て、あらゆる目的のために参照により本願明細書に組み込まれるものとする。
【０００４】
　必要とされているのは、ユーザが熱感および／または冷感を感じる温度に急速に達する
温度制御対象装置である。更に必要とされているのは、急速に昇温しながら、急速昇温に
よってヒータが損傷しないように、ヒータの温度を監視する加熱システムである。その最
大温度の７０パーセントに６０秒以内に、好ましくはその最大温度の８５パーセントに６
０秒以内に、より好ましくはその最大温度の約１００パーセント以上に６０秒以内に、達
する温度制御対象装置を有することは魅力的であろう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第４，８４９，６１１号
【特許文献２】米国特許第５，３６９，２４７号
【特許文献３】米国特許第６，９１４，２１７号
【特許文献４】米国特許第７，６１５，８７９号
【特許文献５】米国特許第７，８０１，６６１号
【特許文献６】米国特許第７，７４１，５８２号
【特許文献７】米国特許第７，２０５，５１０号
【特許文献８】米国特許第６，０６４，０３７号
【特許文献９】米国特許第６，１５０，６４２号
【特許文献１０】米国特許第７，１４１，７６０号
【特許文献１１】米国特許第７，５６０，６７０号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本願教示は、（ａ）温度制御対象装置と、（ｂ）一次エネルギー源と、（ｃ）電子式装
置、電気機械式装置、またはこの両方とを備え、（ｃ）電子式装置、電気機械式装置、ま
たはこの両方は（ｉ）二次エネルギー源と、（ｉｉ）切り換え装置と、（ｉｉｉ）測定装
置と、（ｉｖ）場合によってはコントローラと、を備えるシステムであって、温度制御対
象装置がオンになると、温度制御対象装置は二次エネルギー源に接続され、測定装置は所
定の状態を測定し、温度制御対象装置が所定の状態に達すると、切り換え装置が二次エネ
ルギー源から一次エネルギー源に切り換え、所定の状態に約６０秒以内に達するシステム
を提供することによって上記要求事項のうちの１つ以上を満たす。
【０００７】
　本願教示は、（ａ）二次エネルギー源をシステム内の温度制御対象装置に印加すること
と、（ｂ）温度制御対象装置の１つ以上の状態を監視することと、（ｃ）該１つ以上の状
態のうちの１つ以上が所定の値に達すると、温度制御対象装置を二次エネルギー源から切
り離すことと、（ｄ）温度制御対象装置が温度を制御し続けるように、温度制御対象装置
を一次エネルギー源に接続することとを含む方法であって、温度制御対象装置は約６０秒
以内に二次エネルギー源から切り離され、温度制御対象装置が一次エネルギー源に接続さ
れているとき、温度制御対象装置が設定温度、ユーザが選択した温度、またはこの両方を
維持するように、温度制御対象装置は自己調整型の加熱装置であるか、または温度制御対
象装置は温度制御対象装置の温度を調整するコントローラに接続されるか、あるいはこの
両方の組み合わせである、方法を提供する。
【０００８】
　本願教示は、（ａ）加熱装置と、（ｂ）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方
とを備えた加熱システムであって、（ｂ）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方
は（ｉ）二次定エネルギー源、二次増幅エネルギー源、もしくはこの両方と、（ｉｉ）一
次定エネルギー源と、（ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電気式切り換え装置、もしくはこ
の両方と、（ｉｖ）測定装置と、（ｖ）場合によってはコントローラと、を備え、加熱装
置がオンになると、加熱装置は二次定エネルギー源、二次増幅エネルギー源、もしくはこ
の両方に接続され、測定装置は所定の状態を測定し、加熱装置が所定の状態に達すると、
機械式切り換え装置、電気式切り換え装置、もしくはこの両方が二次定エネルギー源、二
次増幅エネルギー源、もしくはこの両方から一次定エネルギー源に切り換える加熱システ
ムにおいて、所定の状態に約６０秒以内に達する加熱システムを提供することによって上
記要求事項のうちの１つ以上を満たす。
【０００９】
　本願教示の別の固有の側面は、（ａ）定エネルギー源または増幅エネルギー源を加熱シ
ステム内の加熱装置に印加することと、（ｂ）加熱装置の１つ以上の状態を監視すること
と、（ｃ）該１つ以上の状態のうちの１つ以上が所定の値に達すると、加熱装置を定エネ
ルギー源または増幅エネルギー源から切り離すことと、（ｄ）加熱装置が昇温され続ける
ように、加熱装置を異なる定エネルギー源に接続することとを含む方法であって、加熱装
置は約６０秒以内に定エネルギー源または増幅エネルギー源から切り離され、加熱装置が
異なる定エネルギー源に接続されているときに、加熱装置が設定温度、ユーザが選択した
温度、もしくはこの両方を維持するように、加熱装置は自己調整型であるか、または加熱
装置はヒータの温度を調整するコントローラに接続されるか、あるいはこの両方である、
方法を構想している。
【００１０】
　本願明細書の教示は、ユーザが熱感および／または冷感を感じる温度に急速に達する温
度制御対象装置を提供することによって、上記問題のうちの１つ以上を驚くほど解決する
。本願明細書の教示は、急速に昇温しながら、急速昇温によってヒータが損傷しないよう
に、ヒータの温度を監視する加熱システムを提供する。本願明細書の教示は、その最大温
度の７０パーセントに６０秒以内に達する、好ましくはその最大温度の８５パーセントに
６０秒以内に達する、より好ましくはその最大温度の約１００パーセント以上に６０秒以
内に達する、温度制御対象装置を提供する。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本願明細書の教示による温度勾配の一例と対照標準との比較例を示す。
【図２】１つの制御ダイアグラムの一例を示す。
【図３】制御ダイアグラムの別の例を示す。
【図４】ＰＴＣ（正温度係数）加熱装置のためのさまざまなエネルギー源をグラフで示す
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本願明細書に提示されている説明および図は、本発明と、その原理と、その実際の応用
例とを他の当業者に知らせることを意図している。当業者は、特定用途の要件に最適であ
るように、本発明をその多くの形態で適合および応用し得る。したがって、記載されてい
る本発明の特定の各実施形態は、本教示を網羅または限定しようとするものではない。し
たがって、本教示の範囲は、上記説明を参照して決定されるべきではなく、添付の特許請
求の範囲とこのような特許請求の範囲の権利が及ぶ等価物の範囲全体とを参照して決定さ
れるべきである。あらゆる論文および参考文献の開示は、特許出願および公開を含め、あ
らゆる目的のために参照により組み込まれるものとする。添付の特許請求の範囲から見出
されるような他の組み合わせも可能であり、これら組み合わせも参照によりここに記載さ
れている説明に組み込まれるものとする。
【００１３】
　本願教示は、エネルギー源（例えば、電力源、電流源、電圧源）が印加されているとき
に、温度制御対象装置が温度を変化させて熱および／または冷却を隣接構造、人々、また
はこの両方にもたらすように、何れかの温度制御対象装置（例えば、加熱装置または冷却
装置）と併用され得る、および／または何れかの温度制御対象装置（例えば、加熱装置ま
たは冷却装置）を含み得る、システムを提供する。本願明細書に記載の温度制御対象装置
は、何れかの抵抗加熱装置であることが好ましい。本願明細書の教示と共に使用され得る
ヒータのいくつかの非限定例として、炭素を用いたヒータ、ワイヤを用いたヒータ（例え
ば、銅、金、銀、またはこれらの組み合わせなどの金属製レイワイヤ）、正温度係数ヒー
タ（すなわち、ＰＴＣ）、負温度係数ヒータ（すなわち、ＮＴＣ）、炭素フィラメントヒ
ータ、炭素シート、炭素、ニッケル、もしくはこの両方を含むシートおよび／またはスト
ランド、あるいは同様のもの、あるいはこれらの組み合わせが挙げられる。本願明細書に
記載の加熱装置は、熱電装置および／またはペルチェ装置でもよい。本願明細書の教示と
共に使用され得る更なる種類の加熱装置は、本願明細書の教示と共に使用され得るさまざ
まな種類の加熱装置に関する教示のために全て本願明細書に組み込まれるものとする特許
文献６（例えば、カラム１、行５０～カラム２、行３６、および図１～４）、特許文献７
（例えば、カラム１、行３５～５７およびカラム２、行４５～カラム４、行６、および図
１～５）、特許文献８（例えば、カラム２、行５４～カラム４、行３９）、特許文献９（
例えば、カラム１、行５０～カラム５、行１２、および図１～６）、特許文献１０（例え
ば、カラム１、行３３～カラム７、行４２、および図１～４）、および特許文献１１（例
えば、カラム１、行４０～カラム６、行１１、および図１～３）の教示を含め、本願明細
書の教示から得られるかもしれない。本願明細書に記載のシステムと共に使用され得る加
熱装置のうちのいくつかは、正温度係数特性（ＰＴＣ）を含む。例えば、定電圧が印加さ
れるとＰＴＣヒータの抵抗が増すので、更なる温度上昇が防止される。本願明細書に記載
のシステムは、加熱装置に組み込まれてもよく、または加熱装置の直近に配置されてもよ
く、または加熱装置から離れた位置に配置されてもよく、または冷却装置の直近に配置さ
れてもよく、あるいはこれらの組み合わせでもよい。
【００１４】
　本願明細書に記載の冷却装置は、冷却装置が別の表面またはユーザに接触しているとき
に冷却をもたらす何れの冷却装置でもよい。冷却装置は、電気式冷却装置でもよい。冷却
装置は、流体を冷却し得る。この流体は、冷却をもたらすために循環される。冷却装置は
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、熱電装置、ペルチェ装置、ファン、あるいはファンと熱電装置および／またはペルチェ
装置との組み合わせでもよい。冷却装置は、加熱および冷却をもたらすために使用され得
る。冷却装置は、冷却された流体を移動させるための送風機および／またはファンの直近
に配置され得る。冷却装置は、ファンのみでもよい。ファンは、流体を乗員に向かわせる
ために、および／または空気を乗員から引き離すために、使用され得る。冷却装置の始動
段階においてより一層の加熱および／または冷却が生じるように、二次エネルギー源によ
ってファンを加速し得る。ファンの速度は、高速時、熱電装置と共に、または熱電装置な
しに、使用され得る。冷却装置は、エネルギーが印加されているとき、構成要素、ユーザ
、またはこの両方に接触している装置に循環される流体を冷却し得る。冷却装置は、シス
テムの一部を構成し得る。
【００１５】
　本願明細書に記載のシステム（例えば、温度制御システム、加熱システム、冷却システ
ム、またはこれらの組み合わせ）は、電気的に接続されている本願明細書に記載の温度制
御対象装置（例えば、加熱装置、冷却装置、またはこの両方）と、計装と、エネルギー源
と、電力ブースタとの組み合わせでもよい。本願明細書に記載のシステムは、１つ以上の
構成要素に組み込まれ得る。本システムは、家庭用装置（例えば、加熱または冷却用パッ
ド）、または車両用加熱装置、あるいはこれらの組み合わせの一部であってもよい。家庭
用加熱装置は、筋肉、椅子、同様のもの、またはこれらの組み合わせの加熱など、治療の
ために機能し得る。本システムは、車両に用いられる場合、アームレスト、ドアパネル、
シフトレバー、ステアリングホイール、座席、ヘッドレスト、フロアボード、天井の内張
り、加熱／冷却ビン、コンソール、ダッシュボード、フットドウェル、またはこれらの組
み合わせなど、乗員が接触する自動車の実質的に如何なる部分にも温度制御をもたらすた
めに使用され得る。
【００１６】
　本システムは、温度制御対象装置、加熱装置、冷却装置、タイミング装置（例えば、タ
イミングリレー）、温度制御対象装置（例えば、温度リレー）、抵抗センサ（例えば、サ
ーミスタ）、エネルギー源（例えば、一次エネルギー源、二次エネルギー源、直流電流、
交流電流、またはこれらの組み合わせ）、電力ブースタ、電力変換器（例えば、ＤＣ／Ｄ
Ｃ変換器、ＡＣ／ＡＣ変換器、または両者の組み合わせ）、１つ以上のスイッチ、１つ以
上のコントローラ、またはこれらの組み合わせのうちの１つ以上を含み得る。好ましくは
、本システムは、温度制御対象装置を一次エネルギー源（例えば、一次電圧および／また
は一次電流）と二次エネルギー源（例えば、定電流、定電力、増幅電圧、またはこれらの
組み合わせ）との間で切り換えるスイッチを含む。一次エネルギー源は、バッテリ、オル
タネータ、標準的なコンセント、またはこれらの組み合わせからでもよい。二次エネルギ
ー源は、本願明細書に記載のように、制御、ブースト、またはこの両方が行われた一次エ
ネルギー源でもよい。より好ましくは、本システムは、温度制御対象装置を一次エネルギ
ー源と二次エネルギー源との間で切り換えるスイッチを１つ以上含む。
【００１７】
　二次エネルギー源は、加熱装置および隣接領域の温度を急速に上げるために、または冷
却装置および隣接領域の温度を急速に下げるために、またはこの両方を行うために、機能
し得る。好ましくは、二次エネルギー源は、温度制御対象装置の温度がその周囲環境とほ
ぼ同じであるとき、温度制御対象装置の温度を急速に（すなわち、６０秒以内に、または
好ましくは３０秒以内に）変化させる（例えば、昇温または降温）ために機能する。二次
エネルギー源は、定電力源、定電流源、増幅電圧源、またはこれらの組み合わせでもよい
。例えば、電圧を調整することによってＰＴＣ加熱装置における熱出力を維持し、その後
、そのＰＴＣ特性によるヒータの抵抗の増加を打ち消すために電流を調整することによっ
て定電力が加熱装置に印加され得るので、定電圧源を有するシステムより短い昇温時間が
もたらされ得る。別の例においては、最大利用可能電圧（例えば、１２ボルトシステムに
おける最大４０ボルト）が使用されるまで、加熱装置の抵抗の増加に伴い、加熱装置に印
加される電力量が増加するように、定電流が加熱装置に印加され得る。第３の例において
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は、加熱装置がより短時間で昇温するように、１２ボルトシステムにおける２４ボルトま
たは３６ボルトなどの増幅電圧が加熱装置に印加され得る。本願明細書に記載の二次エネ
ルギー源は、増幅エネルギー源と同じでもよい。二次エネルギー源は、一次エネルギー源
と同じでもよい。二次エネルギー源は、一次エネルギー源によって、もしくは一次エネル
ギー源とは異なる電力源から、またはこれらの組み合わせから、駆動され得る。二次エネ
ルギー源と一次エネルギー源とは互いに異なることが好ましい。一次エネルギー源は、定
電圧、定電流、またはこの両方でもよい。定電圧源は、加熱装置を駆動するための本願明
細書に記載の何れの電圧源でもよい。温度制御対象装置および／または温度制御対象領域
が所定の温度に達した後、または所定時間後、または所定の抵抗に達した後、あるいはこ
れらの組み合わせの後、本システムは二次エネルギー源から一次エネルギー源に切り換え
られ得る。
【００１８】
　スイッチは、一次エネルギー源と二次エネルギー源とを切り換えるために機能し得る。
スイッチは、機械式スイッチ、電気式スイッチ、電子式スイッチ、またはこれらの組み合
わせでもよい。電気式スイッチの一例は、ソレノイド、水銀スイッチ、またはこの両方で
ある。電子式スイッチの一例は、トランジスタ、ソリッドステートリレー、ＭＯＳＦＥＴ
トランジスタ、またはこれらの組み合わせである。機械式切り換え装置の一例は、リレー
である。スイッチは、２つ以上のエネルギー源、２つ以上のエネルギー印加、またはこの
両方の間でシステムを電気的に切り換えるために機能し得る。スイッチは、コントローラ
、リレー、測定装置、またはこれらの組み合わせからの信号に基づき、２つ以上のエネル
ギー源間を電気的および／または機械式に切り換え得る。好ましくは、スイッチは、コン
トローラ、制御ユニット、リレー、またはこれらの組み合わせから信号を受信すると、２
つ以上のエネルギー源間を切り換える。
【００１９】
　コントローラは、電気システムを制御するために機能し得る。コントローラは、温度セ
ンサ、タイマ、抵抗センサ、またはこれらの組み合わせから受信した信号に基づき、スイ
ッチを電気的に制御するために機能し得る。コントローラは、オフになると、二次エネル
ギー源に切り換えられた次の動作を開始するために、デフォルトで信号をスイッチに送信
し得る。コントローラは、本システムから分離していてもよい。例えば、コントローラは
、温度制御対象装置を含む構成要素に組み込まれ得る（例えば、車両内のコントローラ）
。コントローラは本システムの一部であることが好ましいが、コントローラを加熱装置、
冷却装置、またはこの両方から遠位に配置してもよい。コントローラは、交流電流、直流
電流、またはこの両方によって駆動され得る。コントローラは、直流電流から駆動される
ことが好ましい。コントローラは、加熱装置に供給される電圧量、電流量、電力量、また
はこれらの組み合わせの量を調整するために機能し得る。コントローラは、１つ以上の電
圧調整器、電流調整器、電力調整器、またはこれらの組み合わせを含み得る。コントロー
ラは、加熱装置の温度が安定した温度、ユーザが選択した温度、設定値、またはこれらの
組み合わせに維持され得るように、何れかの装置および／または方法を用いて制御し得る
。コントローラは、１つ以上のルックアップテーブルを用いて制御し得る。例えば、ルッ
クアップテーブルには、温度制御対象の装置および／または領域の温度と所望の温度とが
列挙され得るので、所望の温度を最速で実現するエネルギー出力が選択され得る。コント
ローラは、パルス幅変調を用いて制御しうる。パルス幅変調は、定温が維持されるように
、ヒータを一定期間オンにし、その後、ヒータを一定期間オフにし得る。所望の温度が実
現および／または維持されるように、所望の温度に基づき、装置をオフにしておく時間長
を延長または短縮し得る。パルス幅変調は、加熱装置が含み得る自己調整特性に加え、お
よび／またはその代わりに、用いられ得る。
【００２０】
　電圧源は、システムの１つ以上の構成要素を適切に駆動する何れの電圧源でもよい。電
圧源は定電圧源でもよい。好ましくは、本願明細書に記載の電圧源は、車両用バッテリ、
オルタネータ、または車両用バッテリおよびオルタネータである。電圧源は、「１２」ボ
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ルトシステム、「２４」ボルトシステム、「４２」ボルトシステム、「１２０」ボルトシ
ステム、またはこれらの組み合わせでもよい。各電圧源の電圧は、±１０パーセント以上
、±１５パーセント以上、±２０パーセント以上、または約±２５パーセント以上変動し
得る。システム内のバッテリおよび／またはオルタネータの設計、品質、経年数、または
これらの組み合わせは、本願明細書に記載の電圧源の範囲に影響を及ぼし得る。したがっ
て、例えば、１２ボルトシステムは、約９ボルトから約１５ボルトまで変動し得る。２４
ボルトシステムは、約１８ボルトから約３０ボルトまで変動し得る。好ましくは、電圧源
の変動は、約±３５パーセント以下、より好ましくは約±３０パーセント以下、より好ま
しくは約±２８パーセント以下である。本願明細書に記載の電圧源は、車両が発生させる
ような１２ボルト電圧源であることが好ましい。ただし、この電圧源は、トラックなどの
２４ボルト源、電気車両などの４２ボルト源、または標準プラグなどの１２０ボルト源で
もよい。電圧源は、温度制御対象装置に直接、または電力ブースタに直接、あるいはこの
両方に直接、印加され得る。好ましくは、この電圧はスイッチに接続され、スイッチは、
コントローラからの信号に応じて、この電圧を加熱装置に直接印加するか、またはスイッ
チはこの電圧を二次エネルギー源（すなわち、電力ブースタ）から印加し、電力ブースタ
がこの電力を加熱装置に印加する。
【００２１】
　電力ブースタは、二次エネルギー源を加熱装置に印加する何れの装置でもよい。電力ブ
ースタは、エネルギー源を変化させる、またはエネルギー源を増幅する、あるいはこの両
方を行うために機能し得る。電力ブースタは、加熱装置が急速に（すなわち、６０秒以内
に）昇温するように、加熱装置の抵抗の変化を打ち消すために、電圧、電流、電力、また
はこれらの組み合わせを調整し得る。電力ブースタは、標準エネルギー源または一次エネ
ルギー源からのエネルギー印加に比べ、増強された電圧、電流、電力、またはこれらの組
み合わせを印加し得る。電力ブースタは、ヒータが急速に昇温するように、電圧、電流、
電力、またはこれらの組み合わせを継時的に増強する調整器を含み得る。本システムは、
増幅された電圧が加熱装置を急速に昇温させるように、システムの電圧を増幅する変換器
を１つ以上含み得る。
【００２２】
　システム、コントローラ、またはこの両方は、交流電流から直流電流に電力を変換する
、もしくはこの逆を行う、またはシステムの電圧を増幅する、あるいはこれらの組み合わ
せを行う変換器を１つ以上含み得る。この１つ以上のコントローラは、定電力源、定電流
源、定電圧源、もしくはこれらの組み合わせを監視し得る、および／または定電力源、定
電流源、定電圧源、もしくはこれらの組み合わせに接続され得る。この１つ以上の変換器
は、加熱装置に利用可能な電圧量を増幅するＡＣ－ＡＣ変換器でもよい。この１つ以上の
変換器は、加熱装置に利用可能な電圧量を増幅するＡＣ－ＤＣ変換器またはＤＣ－ＡＣ変
換器でもよい。好ましくは、この１つ以上の変換器は、加熱装置に利用可能な電圧量を増
幅するＤＣ－ＤＣ変換器でもよい。この１つ以上の変換器は、電圧を約１．２倍以上、約
１．５倍以上、約２倍以上、約３倍以上、約４倍以上、または約５倍以上に増幅し得る。
この１つ以上の変換器は、電圧を約１０倍以下、約８倍以下、または約６倍以下に増幅し
得る。例えば、１２ボルトの電力がこの１つ以上の変換器に供給され、変換器が２倍に増
幅すると、２４ボルトの信号が変換器から供給される。この１つ以上の変換器は、本願明
細書に記載の何れの電圧源でも変換し得る。増幅電圧は、変換器によって、または２つ以
上のエネルギー源を並列に接続するコネクタによって、または２つ以上のエネルギー源を
直列に接続するコネクタによって、あるいはこれらの組み合わせによって、生成され得る
。
【００２３】
　コネクタは、加熱装置への電圧が増幅されるように、２つ以上のエネルギー源を直列に
接続するために機能し得る。コネクタは、本願明細書に記載のスイッチでもよい。コネク
タは、加熱装置に供給されるエネルギーが増幅されるように、二次エネルギー源を一次エ
ネルギー源に直列に接続し得る。例えば、増幅電圧を供給するために、２つのバッテリが
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直列に接続され得る。温度制御対象装置の初期稼働段階中、増幅されたエネルギー源が温
度制御対象装置に印加されるように、コネクタはオンに切り換えられてもよい。所定の状
態および／または値（例えば、温度、抵抗、時間）のうちの１つ以上に達すると、コネク
タはオフに切り換えられ得る。
【００２４】
　ヒータが所定の状態、例えば所定の温度など、に達すると、装置は二次エネルギー源か
ら一次電力源に切り換え得る。この所定の状態は、熱がユーザに伝達されるように、加熱
装置が十分な熱を発生させる温度であれば何れの温度でもよい。この所定の状態は、ユー
ザがヒータの暖かさを感じるように加熱装置が十分な熱伝達をもたらす温度であれば何れ
の温度でもよいが、この温度は、ヒータの損傷、周囲材料の損傷、ユーザのやけど、また
はこれらの組み合わせが防止されるように、十分に低い温度である。冷却装置の場合、所
定の状態は、ユーザが冷却装置から冷たさを感じるように冷却装置が十分な「熱伝達」を
もたらす温度であれば何れの温度でもよい。この所定の状態は、設定値、ルックアップテ
ーブル、材料特性、またはこれらの組み合わせによって設定される何れの温度でもよい。
この所定の状態は、システムに規定されている設定値であることが好ましい。
【００２５】
　この所定の状態がヒータの所定の温度である場合、この所定の状態は約７５℃以上、約
８０℃以上、約８５℃以上、好ましくは約９０℃以上、より好ましくは約９５℃以上、更
に好ましくは約１００℃以上、最も好ましくは約１１０℃以上でもよい。ある種の加熱装
置は、約１２０℃以上または約１２５℃以上の温度を所定の温度として有し得る。好まし
い所定の設定値は、ヒータの材料特性に応じて変わり得る。一例において、正温度係数（
ＰＴＣ）ヒータの場合、所定の温度は、約８０℃以上、約８５℃以上、または約９５℃以
下でもよい。別の例において、非ＰＴＣヒータの場合、所定の温度は、約１００℃以上、
約１１０℃以上、約１２０℃以上、または約１４０℃以下でもよい。この所定の温度は、
約２００℃以下、約１５０℃以下、または約１３０℃以下でもよい。この所定の温度は、
最大温度の約７０パーセント以上、約８０パーセント以上、好ましくは約９０パーセント
以上、より好ましくは約１００パーセント以上、更により好ましくは約１０５パーセント
以上、最も好ましくは約１２０パーセントでもよい。例えば、ユーザが熱感をより素早く
感じるように、所定の温度は最大温度を超える温度でもよい（例えば、コントローラがユ
ーザの設定値をオーバーシュートする）。
【００２６】
　ヒータの最大温度は、ユーザが温感を感じるように十分な熱をユーザにもたらす、また
は加熱装置が治療の快適さをもたらす、または熱が１つ以上の層を通して伝達される、あ
るいはこれらの組み合わせが実現される温度であれば何れの温度でもよい。この最大温度
は、加熱装置の損傷、周辺層の損傷、ユーザの傷害、ユーザのやけど、またはこれらの組
み合わせが防止される温度であれば何れの温度でもよい。この最大温度は、設定値および
／または所定の温度より約５℃以上、約１０℃以上、または約１５℃以上高くてもよい。
この最大温度は、設定値および／または所定の温度より５パーセント以上、１０パーセン
ト以上、または約２０パーセント以上高くてもよい。この最大温度は、約７０℃以上、約
８０℃以上、約８５℃以上、約９０℃以上、約９５℃以上、約１００℃以上、約１１０℃
以上、約１２０℃以上、または約１２５℃以上であることが好ましい。この最大温度は、
約１７５℃以下、約１５０℃以下、または約１３０℃以下でもよい。この最大温度は、加
熱装置の加熱基板に基づき、変わり得る。例えば、正温度係数材料を用いた加熱装置は、
約９０℃以下の最大温度を有し得る。別の例において、抵抗線またはカーボテックス（Ca
rbotex（登録商標））材料を用いた加熱装置は、約１３０℃以下または約１００℃以下の
最大温度を有し得る。最大温度、所定の温度、またはこの両方は、タイマ、抵抗センサ、
温度センサ、またはこれらの組み合わせを用いて調整され得る。
【００２７】
　冷却装置は、所定の温度として約１５℃以下、約１０℃以下、または約５℃以下をもた
らし得る。冷却装置は、所定の温度として約－２０℃以上、約－１５℃以上、または約－
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１０℃以上をもたらし得る。冷却装置は、システム、センサの直近にある装置の一部、ま
たはこの両方を最大冷却温度未満に冷却し得ない。最大冷却温度は、設定値および／また
は所定の温度より低い温度でもよい。最大冷却温度は、設定値および／または所定の温度
より約５℃以上低い温度、または約１０℃以上低い温度でもよい。最大冷却温度は、設定
値および／または所定の温度より約１０パーセント以上低い温度、あるいは設定値および
／または所定の温度より約２０パーセント以上低い温度でもよい。所定の温度は、ユーザ
を冷却するために使用される冷却の種類に応じて変わり得る。例えば、冷却された空気が
循環装置によって動かされているとき、冷却装置の温度はより低くなり得る。急速冷却が
実現されるように、二次エネルギー装置から一次エネルギー装置への切り換えにタイミン
グ装置を用いてもよい。
【００２８】
　タイマは、時間を測定し、応答を誘起する信号を所定の時刻に発生させるタイマであれ
ば何れのタイマでもよい。タイマは、コントローラの一体部分、コントローラとは別個の
部分、加熱装置の一部、または電力ブースタの一部でもよく、あるいはこれらの組み合わ
せでもよい。タイマは、加熱装置の制御、エネルギー源の切り換え、システム内の応答の
誘起、またはこれらの組み合わせをタイマが助け得る単位であれば何れの単位でも測定し
得る。タイマは秒単位で測定することが好ましい。タイマは、何れかの所定時間後に信号
を生成し得る。タイマは、二次エネルギー源、電力ブースタ、またはこの両方が温度制御
対象装置に接続されている時間長を監視し得る。好ましくは、タイマは、温度制御対象装
置と二次エネルギー源、電力ブースタ、またはこの両方との間の接続を、所定の時間長、
監視する。
【００２９】
　所定の状態は、加熱装置、冷却装置、またはこの両方によって生成された熱および／ま
たは冷たさが１つ以上の層を通して伝達されてユーザによって感じられる時間長であれば
何れの時間長でもよい。所定の状態は、温度制御対象装置（例えば、ヒータ、冷却装置、
またはこの両方）が最大温度の約８０パーセント以上、好ましくは約９０パーセント以上
、より好ましくは約９５パーセント以上、約１００パーセント以上、または約１０５パー
セント以上に達するような温度であれば何れの時間長でもよい。所定の状態は、約９０秒
以下、約７５秒以下、好ましくは約６０秒以下、より好ましくは約４５秒以下、更により
好ましくは約３０秒以下、最も好ましくは約２０秒以下でもよい。所定の状態は、約５秒
以上、約１０秒以上、または約１５秒以上でもよい。タイマは、所定時間後、本願明細書
に記載のスイッチに信号を供給し得る。タイマからの信号は、温度制御対象装置を二次エ
ネルギー源、一次エネルギー源、またはこの両方の間で切り換え得る。本願明細書に記載
のように、所定の温度、最大温度、またはこの両方は、抵抗センサによって調整され得る
。
【００３０】
　抵抗センサは、温度制御対象装置の抵抗、抵抗の変化、またはこの両方を監視するセン
サであれば何れのセンサでもよい。好ましくは、抵抗センサは、正温度係数（ＰＴＣ）加
熱装置、負温度係数（ＮＴＣ）加熱装置、冷却装置、もしくはこれらの組み合わせの抵抗
、および／または抵抗の変化を監視する。抵抗センサは、エネルギー源が加熱装置に印加
されているとき、または加熱装置および／または冷却装置の温度が変化するとき、あるい
はこの両方のとき、抵抗の変化を監視し得る。抵抗センサは、温度制御対象装置が示す抵
抗量を測定し、所定の抵抗に達したときに、温度制御対象装置が二次エネルギー源から一
次エネルギー源に切り換わるように、信号をコントローラ、１つ以上のスイッチ、または
この両方に供給する装置であれば何れの装置でもよい。抵抗センサは、オーム計、抵抗サ
ーミスタ、抵抗温度検出器（ＲＴＤ）、またはこれらの組み合わせでもよい。抵抗センサ
は、抵抗を温度に、またはこの逆に、関連付け得る。抵抗センサは、温度センサに加えて
、または温度センサの代わりに、または温度センサの形態で、使用され得る。
【００３１】
　温度センサは、加熱装置の温度、乗員が接触する領域の温度、接触面の温度、またはこ
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れらの組み合わせを測定するセンサであれば何れのセンサでもよい。温度センサは、加熱
装置の定格超過、加熱装置の損傷、ヒータの溶融、ヒータに隣接する１つ以上の表面の溶
融、乗員のやけど、乗員の凍傷、またはこれらの組み合わせを防止するセンサであれば何
れのセンサでもよい。温度センサは、接触式温度センサ、非接触式温度センサ、光学式温
度センサ、電気式温度センサ、またはこれらの組み合わせでもよい。使用され得る温度セ
ンサの例として、サーミスタ、熱電対、抵抗温度計、または抵抗温度検出器（ＲＴＤ）、
温度計、バイメタル式温度測定装置、あるいはこれらの組み合わせが挙げられる。好適な
温度センサは、温度制御システム、加熱装置、冷却装置、またはこれらの組み合わせの内
部で電気的に接続され得る。
【００３２】
　システムの性能は、本願明細書に記載の何れの性能でもよい。システムの性能は、加熱
装置の昇温を継時的にプロットすることによってグラフで測定され得ることが好ましい。
加熱および／または冷却の初期段階におけるシステムのプロットは、最初の約５秒以上、
最初の約７秒以上、最初の約１０秒以上、または最初の約１５秒以上において、約６５度
以上、好ましくは約７５度以上、より好ましくは約８０度以上、更により好ましくは約８
５度以上、最も好ましくは約８７度以上の角度を成しうる。加熱および／または冷却の初
期段階より後のシステムのプロットは、最初の少なくとも１０秒後、最初の少なくとも１
５秒後、最初の少なくとも２０秒後、または最初の少なくとも２５秒後、しかし最大約７
５秒後、最大約６０秒後、または最大約４５秒後（すなわち、初期加熱の約１０秒後から
約６０秒後まで）において、約３０度以上、好ましくは約４０度以上、より好ましくは約
４５度以上、更により好ましくは約５０度以上の角度を成し得る。換言すると、最初の約
８秒以上の間、最初の約１０秒以上の間、最初の約１２秒以上の間、または最初の約１５
秒以上の間、約３．０℃以上／秒、好ましくは約３．５℃以上／秒、より好ましくは約４
．０℃以上／秒、更に好ましくは約４．５℃以上／秒、更により好ましくは約５．０℃以
上／秒、最も好ましくは約５．５℃以上／秒の速度で、加熱装置は昇温し得る、および／
または冷却装置は降温し得る。最初の約８秒以上の間、最初の約１０秒以上の間、最初の
約１２秒以上の間、または最初の約１５秒以上の間、約３．０℃／秒乃至約１０．０℃／
秒、約４．０℃／秒乃至約８．０℃／秒、もしくは約５．０℃／秒乃至約７．０℃／秒の
速度で、加熱装置は昇温し得る、および／または冷却装置は降温し得る。
【００３３】
　温度調節対象領域の温度が所定の温度、最大温度、最大温度より高い所定の温度、また
はこれらの組み合わせに、電流システムより高速で達するように、加熱装置は如何なる速
度でも昇温し得る、および／または冷却装置は如何なる速度でも降温し得る。温度制御対
象装置は、温度調節対象の領域が所定の温度、最大温度、最大温度より高い所定の温度、
またはこれらの組み合わせに約７５秒以内に、約６０秒以内に、好ましくは約５０秒以内
に、より好ましくは約４０秒以内に、更に好ましくは約３０秒以内に、更により好ましく
は約２５秒以内に、最も好ましくは約２０秒以内に達するような速度で、領域の温度調節
を行い得る。制御および加速された温度変化は、本願明細書に記載の方法を用いて調整さ
れ得る。
【００３４】
　本願明細書に教示されているシステムは、温度制御対象装置の昇温および／または降温
を加速するための方法で使用され得る。本方法は、温度制御対象装置を二次エネルギー源
、二次増幅エネルギー源、一次エネルギー源、またはこれらの組み合わせに接続するステ
ップを含み得る。二次エネルギー源、二次増幅エネルギー源、一次エネルギー源、または
これらの組み合わせを印加するステップ。二次エネルギー源、二次増幅エネルギー源、一
次エネルギー源、またはこれらの組み合わせの間で切り換えるステップ。本願明細書に記
載の１つ以上の要素によってエネルギー源を増幅するステップ。加熱装置、冷却装置、ま
たは加熱装置および／または冷却装置を含む構成要素、あるいはこれらの組み合わせ、の
温度を測定するステップ。本方法は、所定の温度に達した後、所定時間後、またはこの両
方の後、切り換えるステップを含み得る。本方法は、６０秒以内に、４５秒以内に、３０
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自己調整、パルス幅変調による調整、コントローラによる調整、またはこれらの組み合わ
せを行わせるステップを含み得る。本方法は、最大温度、最大温度より高い温度、最大温
度の７０パーセント以上、８０パーセント以上、９０パーセント以上、もしくは９５パー
セント以上の温度まで加熱および／または冷却するステップを含み得る。
【００３５】
　図１は、対照標準システムに対してプロットされた本願明細書の教示による温度勾配を
示す。図示のように、本願教示の加熱システムはより高速で昇温するので、乗員はより短
時間で温度を感じる。
【００３６】
　図２は、本願明細書の教示による温度制御システム２のために可能な制御方式を示す。
温度制御システム２は、温度制御対象装置１０を含む。温度制御対象装置１０は、一次エ
ネルギー源２０に接続される。一次エネルギー２０からの電力は、電力スイッチ３０を通
過する。電力スイッチ３０が上方位置にあるとき、電力スイッチは標準電力を流す。電力
スイッチ３０が下方位置にあるとき、電力は電力ブースタ２２を通過する。電力ブースタ
２２は、ブーストされた電力および／または生成された電力を調整する変換器２４を含む
。電力スイッチ３０は、システムの初期立ち上げ中、電力を電力ブースタ２２と変換器２
４とを介して制御対象装置１０に流し、所定時間後、タイミングリレー４０が一次エネル
ギー源からの電力に切り換える。
【００３７】
　図３は、温度制御システム２のために可能な別の制御方式を示す。温度制御システム２
は、温度制御対象装置１０を含む。温度制御対象装置１０は、一次エネルギー源２０に接
続される。一次エネルギー源２０からの電力は、電力スイッチ３０を通って温度制御対象
装置１０に至る。電力スイッチ３０が上方位置にあるとき、電力スイッチは、一次エネル
ギー源２０から直接電力を流す。電力スイッチ３０が下方位置にあるとき、電力は電力ブ
ースタ２２を通過する。電力ブースタ２２は、電力を調整する変換器２４を含む。システ
ムの初期立ち上げ中、電力スイッチ３０は電力を電力ブースタ２２に通し、温度センサ１
２によって測定される所定の温度に温度制御対象装置１０が達すると、温度リレー４２が
一次エネルギー源から標準電力に切り換える。
【００３８】
　図４は、ＰＴＣ加熱装置の抵抗の変化に対して継時的にプロットされた異なる３つのエ
ネルギーの印加をグラフで示す。このグラフは、加熱装置に印加される電力量を１０分間
にわたってプロットしている。図示のように定電流によるエネルギーの印加は、ＰＴＣ加
熱装置の抵抗の増加に伴い、電力を継時的に増加させる。電力ブースト中、定電流による
エネルギーの印加は、抵抗の変化に伴い、加熱装置が急速に昇温するので、より多くの電
力を押し込む。図示のように、定電力の印加は、継時的に安定した電力量を供給する。加
熱装置に供給される電力量は、抵抗の増加に伴い、調整されるので、利用可能な電力量は
、電力ブーストによる加熱中、一定である。図示のように、定電圧の印加は、抵抗の増加
に伴い、電圧を継時的に低下させる。図示のように、加熱装置の抵抗の増加に伴い、定電
圧は加熱装置の昇温を最も低速化し、定電流は加熱装置の昇温を最速化する。
【００３９】
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【表１】

【００４０】
　表１は、加熱および／または冷却をブーストするために使用され得るさまざまなエネル
ギーの印加例を示す。表１は、ブーストモード中のエネルギー印加の種類と、ブーストモ
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ード完了後の温度調整の種類とを示す。ブーストモード完了時に必要とされる制御の種類
は、昇温および／または降温を生じさせるために用いられる温度制御対象装置の種類によ
り異なる。
【００４１】
　（ａ）加熱装置と、（ｂ）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方とを備える加
熱システムであって、（ｂ）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）二次
定エネルギー源、二次増幅エネルギー源、もしくはこの両方と、（ｉｉ）一次定エネルギ
ー源と、（ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電気式切り換え装置、もしくはこの両方と、（
ｉｖ）測定装置と、（ｖ）場合によってはコントローラと、を備える加熱システムにおい
て、加熱装置がオンになると、加熱装置は二次定エネルギー源、二次増幅エネルギー源、
もしくはこの両方に接続され、測定装置は所定の状態を測定し、加熱装置がこの所定の状
態に達すると、機械式切り換え装置、電気式切り換え装置、もしくはこの両方は、二次定
エネルギー源、二次増幅エネルギー源、もしくはこの両方から一次定エネルギー源に切り
換え、所定の状態に約６０秒以内に達する加熱システム。
【００４２】
　（ａ）定エネルギー源または増幅エネルギー源を加熱システム内の加熱装置に印加する
ことと、（ｂ）加熱装置の１つ以上の状態を監視することと、（ｃ）該１つ以上の状態の
うちの１つ以上が所定の値に達すると、加熱装置を定エネルギー源または増幅エネルギー
源から切り離すことと、（ｄ）加熱装置が昇温され続けるように、加熱装置を異なる定エ
ネルギー源に接続することと、を含む方法であって、加熱装置は約６０秒以内に定エネル
ギー源または増幅エネルギー源から切り離され、加熱装置が異なる定エネルギー源に接続
されているときに、加熱装置が設定温度、ユーザが選択した温度、もしくはこの両方を維
持するように、加熱装置は自己調整型であるか、または加熱装置はヒータの温度を調整す
るコントローラに接続されるか、あるいはこの両方である、方法。
【００４３】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、電子式装置、電気機械式装置、またはこの
両方を備え、電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）定電流電源と、（ｉ
ｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、またはこれらの組み合わせと、（ｉｉｉ）機械式
切り換え装置、電子式切り換え装置、またはこの両方とを備え、定電流電源は初期電力ブ
ーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組
み合わせの後、加熱装置が自己調整して加熱装置の温度を制御するように、切り換え装置
は定電流電源から一次定電圧電源に切り換える、加熱装置。
【００４４】
　（ａ）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（ｂ）加熱装置が所
望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、十分なレベルの定電流電
源を供給することと、（ｃ）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組み
合わせの後、加熱装置を定電流電源から切り離すことと、（ｄ）加熱装置が定電流電源か
ら切り離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法であって、正
温度係数特性が加熱装置を所望の稼働温度に維持する、方法。
【００４５】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置、また
はこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）定電流
電源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせと、（
ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方と、（ｉｖ）電子
式制御ユニット（例えば、パルス幅変調を使用するユニット）とを備え、定電流電源は初
期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこ
れらの組み合わせの後、切り換え装置は定電流電源から一次定電圧電源に切り換え、電子
式制御ユニットは加熱装置の温度を制御する、加熱装置。
【００４６】
　（ａ）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（ｂ）加熱装置が所



(15) JP 5961324 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、十分なレベルの定電流電
源を供給することと、（ｃ）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組み
合わせの後、加熱装置を定電流電源から切り離すことと、（ｄ）加熱装置が定電流電源か
ら切り離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法であって、一
次定電圧が印加されているときに、電子式制御ユニットを用いて（例えば、パルス幅変調
信号を用いて）加熱装置の温度が維持される、もしくは変えられる、またはこの両方が行
われる、方法。
【００４７】
　正でない温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置
、またはこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）
定電流電源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせ
と、（ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方と、（ｉｖ
）電子式制御ユニット（例えば、パルス幅変調を用いたユニット）とを備え、定電流電源
は初期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、また
はこれらの組み合わせの後、切り換え装置は定電流電源から一次定電圧電源に切り換え、
電子式制御ユニットは（例えば、パルス幅変調信号を用いて）加熱装置の温度を制御する
、加熱装置。
【００４８】
　（１）正でない温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装
置が短時間で、好ましくは６０秒以内に、所望の温度に達するように、所望の温度を（す
なわち、約６０パーセント以下、好ましくは約４０パーセント以下、または約２０パーセ
ント以下）オーバーシュートするように、二次定電流電源から定電流を十分なレベルで供
給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組み合わせ
の後、加熱装置を二次定電流電源から切り離すことと、（４）加熱装置が二次定電流電源
から切り離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法であって、
一次定電圧が印加されているときに、電子式制御ユニットを用いて（例えば、パルス幅変
調信号を用いて）加熱装置の温度が維持される、変えられる、またはこの両方が行われる
、方法。
【００４９】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置、また
はこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）定電流
電源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせと、（
ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方とを備え、定電流
電源は初期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、
またはこれらの組み合わせの後、加熱装置に供給される電流量が加熱装置の温度を制御す
るように、切り換え装置は定電流電源から一次定電流電源に切り換える、加熱装置。
【００５０】
　（１）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装置が所
望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、定電流電源を十分なレベ
ルで供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組み
合わせの後、加熱装置を定電流電源から切り離すことと、（４）加熱装置が定電流電源か
ら切り離された後、加熱装置を一次定電流電源に接続することとを含む方法であって、一
次定電流電源から供給される定電力量が加熱装置を所望の稼働温度に維持する、方法。
【００５１】
　正でない温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置
、またはこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）
定電流電源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせ
と、（ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方とを備え、
定電流電源は初期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の
温度、またはこれらの組み合わせの後、加熱装置に供給される電流量が加熱装置の温度を
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制御するように、切り換え装置は定電流電源から一次定電流電源に切り換える、加熱装置
。
【００５２】
　（１）正でない温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装
置が所望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、定電流を二次定電
流電源から十分なレベルで供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度
、またはこれらの組み合わせの後、加熱装置を二次定電流電源から切り離すことと、（４
）加熱装置が二次定電流電源から切り離された後、加熱装置を一次定電流電源に接続する
こととを含む方法であって、一次定電流電源から供給される定電力量が加熱装置を所望の
稼働温度に維持する、方法。
【００５３】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置、また
はこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）定電力
源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせと、（ｉ
ｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方とを備え、定電力源
は初期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、また
はこれらの組み合わせの後、加熱装置が自己調整して加熱装置の温度を制御するように、
切り換え装置は定電力源から一次定電圧電源に切り換える、加熱装置。
【００５４】
　（１）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装置が所
望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、十分なレベルの定電力源
を供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組み合
わせの後、加熱装置を定電力源から切り離すことと、（４）加熱装置が定電力源から切り
離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法であって、正温度係
数特性が加熱装置を所望の稼働温度に維持する、方法。
【００５５】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置、また
はこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）定電力
源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせと、（ｉ
ｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方と、（ｉｖ）電子式
制御ユニット（例えば、パルス幅変調を使用するユニット）とを備え、定電力源は初期電
力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれら
の組み合わせの後、切り換え装置は定電力源から一次定電圧電源に切り換え、電子式制御
ユニットは加熱装置の温度を制御する、加熱装置。
【００５６】
　（１）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装置が所
望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、定電力を二次電源から十
分なレベルで供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれ
らの組み合わせの後、加熱装置を二次定電力源から切り離すことと、（４）加熱装置が二
次定電力源から切り離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法
であって、一次定電圧が印加されているとき、電子式制御ユニットを用いて（例えば、パ
ルス幅変調信号を用いて）加熱装置の温度が維持される、もしくは変えられる、またはこ
の両方が行われる、方法。
【００５７】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置、また
はこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）定電力
源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせと、（ｉ
ｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方とを備え、定電力源
は初期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、また
はこれらの組み合わせの後、加熱装置に供給される電流量が加熱装置の温度を制御するよ
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うに、切り換え装置は定電力源から一次定電流電源に切り換える、加熱装置。
【００５８】
　（１）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装置が所
望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように定電力を二次定電力源から
十分なレベルで供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこ
れらの組み合わせの後、加熱装置を二次定電力源から切り離すことと、（４）加熱装置が
二次定電力源から切り離された後、加熱装置を一次定電流電源に接続することとを含む方
法であって、一次定電流電源から供給される定電力量が加熱装置を所望の稼働温度に維持
する、方法。
【００５９】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置、また
はこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）増幅電
圧源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせと、（
ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、またはこの両方とを備え、増幅電圧
源は初期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、ま
たはこれらの組み合わせの後、加熱装置が自己調整して加熱装置の温度を制御するように
、切り換え装置は増幅電圧源から一次定電圧電源に切り換える、加熱装置。
【００６０】
　（１）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装置が所
望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、十分なレベルの増幅電圧
源を供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組み
合わせの後、加熱装置を増幅電圧源から切り離すことと、（４）加熱装置が増幅電圧源か
ら切り離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法であって、正
温度係数特性が加熱装置を所望の稼働温度に維持する、方法。
【００６１】
　正温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置、また
はこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）増幅電
圧源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わせと、（
ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方と、（ｉｖ）電子
式制御ユニット（例えば、パルス幅変調を使用するユニット）とを備え、増幅電圧源は初
期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこ
れらの組み合わせの後、切り換え装置は増幅電圧源から一次定電圧電源に切り換え、電子
式制御ユニットは加熱装置の温度を制御する、加熱装置。
【００６２】
　（１）正温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装置が所
望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、増幅電圧源を十分なレベ
ルで供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれらの組み
合わせの後、加熱装置を増幅電圧源から切り離すことと、（４）加熱装置が増幅電圧源か
ら切り離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法であって、一
次定電圧が印加されているときに、電子式制御ユニットを用いて（例えば、パルス幅変調
信号を用いて）加熱装置の温度が維持される、もしくは変えられる、またはこの両方が行
われる、方法。
【００６３】
　正でない温度係数特性を有する加熱装置であって、（１）電子式装置、電気機械式装置
、またはこの両方を備え、（１）電子式装置、電気機械式装置、またはこの両方は（ｉ）
増幅電圧電源と、（ｉｉ）タイマ、サーミスタ、温度センサ、もしくはこれらの組み合わ
せと、（ｉｉｉ）機械式切り換え装置、電子式切り換え装置、もしくはこの両方と、（ｉ
ｖ）電子式制御ユニット（例えば、パルス幅変調を用いたユニット）とを備え、増幅電圧
電源は初期電力ブーストを加熱装置にもたらし、所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、
またはこれらの組み合わせの後、切り換え装置は増幅電圧電源から一次定電圧電源に切り
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換え、電子式制御ユニットは（例えば、パルス幅変調信号を用いて）加熱装置の温度を制
御する、加熱装置。
【００６４】
　（１）正でない温度係数特性を有する加熱装置に電力を印加することと、（２）加熱装
置が所望の温度に短時間で、好ましくは６０秒以内に、達するように、増幅電圧電源を十
分なレベルで供給することと、（３）所定の時間、所定の抵抗、所定の温度、またはこれ
らの組み合わせの後、加熱装置を増幅電圧電源から切り離すことと、（４）加熱装置が増
幅電圧電源から切り離された後、加熱装置を一次定電圧電源に接続することとを含む方法
であって、一次定電圧が印加されているときに、電子式制御ユニットを用いて（例えば、
パルス幅変調信号を用いて）加熱装置の温度が維持される、もしくは変えられる、または
この両方が行われる、方法。
【００６５】
　本願明細書に記載されている数値は、何れの数値であっても、小さい方の値と大きい方
の値との間が少なくとも２単位離れているとき、小さい方の値から大きい方の値まで１単
位ずつ増加するあらゆる値を含む。一例として、構成要素の量またはプロセス変数の値、
例えば、温度、圧力、時間などは、例えば、１乃至９０、好ましくは２０乃至８０、より
好ましくは３０乃至７０、であると述べられている場合、本願明細書においては１５乃至
８５、２２乃至６８、４３乃至５１、３０乃至３２などの値が明白に列挙されるものとす
る。１未満の値の場合、１単位は０．０００１、０．００１、０．０１、または０．１で
あると適宜考えられる。これらは、具体的に意図された値の単なる例であり、列挙される
最小値と最大値との間の数値のあらゆる可能な組み合わせは、同様に本願明細書で明示的
に述べられていると見なされるものとする。
【００６６】
　別様に記述されていない限り、あらゆる範囲は両端点とこれら端点間のあらゆる数値と
を含む。範囲に関して用いられている「約（about）」または「ほぼ（approximately）」
は、その範囲の両端にかかる。したがって、「約２０から３０（about 20 to 30）」は、
少なくとも明記されている両端点を含め、「約２０から約３０（about 20 to about 30）
」にわたるものとする。
【００６７】
　あらゆる論文および参考文献の開示は、特許出願および公開を含め、あらゆる目的のた
めに参照により組み込まれるものとする。組み合わせを記述するための表現「基本的に～
から成る（consisting essentially of）」は、特定された要素、成分、構成要素、また
はステップと、この組み合わせの基本的および新規の特性を実質的に損なわないような他
の要素、成分、構成要素、またはステップとを含むものとする。本願明細書において要素
、成分、構成要素、またはステップの組み合わせを記述するために用語「備える／含む（
comprising）」または「含む（including）」が用いられている場合、基本的にこれらの
要素、成分、構成要素、またはステップから成る実施形態も考えられる。本願明細書にお
いては、用語「～得る／～もよい（may）」を用いることによって、含まれ「得る」と記
載されている属性は何れも任意使用であるものとする。
【００６８】
　一体化された単一の要素、成分、構成要素、またはステップによって、複数の要素、成
分、構成要素、またはステップを提供できる。あるいは、一体化された単一の要素、成分
、構成要素、またはステップを複数の個別要素、成分、構成要素、またはステップに分割
し得る。要素、成分、構成要素、またはステップを説明するための「一（a）」または「
１つ（one）」の開示は、追加の要素、成分、構成要素、またはステップを排除するもの
ではない。
【００６９】
　上記の説明は例示のためであり、これだけに制限されるものではことを理解されたい。
上記説明の読了後、当業者には、提供されている複数の例に加え、多くの実施形態ならび
に多くの応用例が明らかになるであろう。したがって、本教示の範囲は、上記の説明を参
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照して決定されるべきではなく、添付の特許請求の範囲とこのような特許請求の範囲の権
利が及ぶ等価物の範囲全体とを参照して決定されるべきである。あらゆる論文および参考
文献の開示は、特許出願および公開を含め、あらゆる目的のために参照により組み込まれ
るものとする。本願明細書に開示されている主題の何れかの側面についての添付の請求項
における脱落は、このような主題の放棄ではなく、発明者らはこのような主題を開示され
ている本発明の主題の一部であると考えていなかったと見なされるべきでもない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(20) JP 5961324 B2 2016.8.2

10

フロントページの続き

(72)発明者  シェド　ラファータ　イクバル
            カナダ，エヌ９ジェイ　０エー５　オンタリオ，ラサル，インターナショナル・アベニュー　６４
            ５

    審査官  川東　孝至

(56)参考文献  実開平０１－０８１６６８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０８－０７６６３２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０４３０４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－８３０２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００３－５３５３４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１３７８８１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０５Ｄ　　２３／１９　　　　
              Ｈ０５Ｂ　　　３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

